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直接事業費計

年 度 実 績 値 個別計画 、 指針等に よ る目標値

前年度決算額 決 算 額円 円

町民

一般会計

　前年度決算に基づく介護保険給付費繰入金及び介護保険事務費繰入金の超過額を適正に精
算します。

一般会計繰出金事業
　介護保険給付費繰入金及び介護保険事務費繰入金の超過額について、一般会計に繰り出しました。
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ⅠⅠ．．事事務務のの目目的的体体系系
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一般会計繰出金事業 08 06 02 01 01 -

１　だれもが元気に暮らせるまち　【健康・医療・福祉】

04　高齢者がいきいきと暮らせる

③　介護を受けながら安心して暮らせる体制の充実
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下水道事業会計

１１ 概概 要要

令和３年度における下水道事業収益の決算額は８０８，１６５千円、下水道事業費

用の決算額は８０５，６６９千円となった。

資本的収入の決算額は１８３，８２６千円、資本的支出の決算額は３６６，１２６

千円となった。

⑴ 収益的収支決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和３年度 令和２年度 増減額 伸率

下水道事業収益 △ △

下水道事業費用

差引額

⑵ 資本的収支決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和３年度 令和２年度 増減額 伸率

資本的収入 △ △

資本的支出 △ △

差引額 △ △

⑶ 下水道事業の状況

区 分 令和３年度 令和２年度 増減

使 用 可 能 人 口 （ 人 ） △

使用している人の割合（％）

一人当たり月平均使用水量（㎥）

２２ 収収益益的的収収支支

令和３年度の下水道事業収益の決算額は８０８，１６５千円となった。

その主な内容は、下水道使用料が３８３，０５０千円で全体の４７．４％を占め、他

会計負担金が２１５，１０４千円（２６．６％）、長期前受金戻入が２０８，５２２
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千円（２５．８％）となっている。

下水道事業費用の決算額は８０５，６６９千円となった。

その主な内容は、減価償却費が３９１，６３５千円で全体の４８．６％を占め、流

域下水道維持管理費負担金が１６４，９９４千円（２０．５％）、総係費が１０１，

３９３千円（１２．６％）、支払利息及び企業債取扱諸費が６９，７７６千円（８．

７％）、管渠費が５９，８６３千円（７．４％）となっている。

⑴ 下水道事業収益決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和３年度 令和２年度 増減額 伸率

１ 営業収益

下水道使用料

２ 営業外収益 △ △

他会計負担金 △ △

長期前受金戻入

雑収益

合 計 △ △

⑵ 下水道事業費用決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和３年度 令和２年度 増減額 伸率

１ 営業費用

管渠費

ポンプ場費 △ △

総係費

流域下水道維持管理費

負担金

減価償却費

２ 営業外費用 △ △

支払利息及び企業債取

扱諸費
△ △

消費税及び地方消費税

雑支出 △ △

３ 特別損失 △ 皆減

過年度損益修正損 △ 皆減
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千円（２５．８％）となっている。

下水道事業費用の決算額は８０５，６６９千円となった。

その主な内容は、減価償却費が３９１，６３５千円で全体の４８．６％を占め、流

域下水道維持管理費負担金が１６４，９９４千円（２０．５％）、総係費が１０１，

３９３千円（１２．６％）、支払利息及び企業債取扱諸費が６９，７７６千円（８．

７％）、管渠費が５９，８６３千円（７．４％）となっている。

⑴ 下水道事業収益決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和３年度 令和２年度 増減額 伸率

１ 営業収益

下水道使用料

２ 営業外収益 △ △

他会計負担金 △ △

長期前受金戻入

雑収益

合 計 △ △

⑵ 下水道事業費用決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和３年度 令和２年度 増減額 伸率

１ 営業費用

管渠費

ポンプ場費 △ △

総係費

流域下水道維持管理費

負担金

減価償却費

２ 営業外費用 △ △

支払利息及び企業債取

扱諸費
△ △

消費税及び地方消費税

雑支出 △ △

３ 特別損失 △ 皆減

過年度損益修正損 △ 皆減

合 計

３３ 資資本本的的収収支支

令和３年度の資本的収入の決算額は１８３，８２６千円となった。

その主な内容は、他会計出資金が１６６，１４５千円で全体の９０．４％を占め、

企業債が１５，６００千円（８．５％）、負担金等が２，０８１千円（１．１％）と

なっている。

資本的支出の決算額は３６６，１２６千円となった。

その内容は、建設改良企業債元金償還金が３４３，０３０千円で全体の９３．７％

を占め、管渠建設改良費が１２，９８３千円（３．５％）、流域下水道建設費負担金

が１０，１１３千円（２．８％）となっている。

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１８２，３０１千円は、消費税及

び地方消費税資本的収支調整額１，９１１千円、損益勘定留保資金１８０，３９０千

円で補填した。

⑴ 資本的収入決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和３年度 令和２年度 増減額 伸率

１ 企業債 △ △

企業債 △ △

２ 他会計出資金 △ △

他会計出資金 △ △

３ 国庫補助金 △ 皆減

国庫補助金 △ 皆減

４ 負担金等 △ △

分担金及び負担金 △ △

合 計 △ △

⑵ 資本的支出決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和３年度 令和２年度 増減額 伸率

１ 建設改良費 △ △

管渠建設改良費 △ △

流域下水道建設費負

担金
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２ 企業債償還金

建設改良企業債元金

償還金

合 計 △ △

４４ 事事業業内内容容

⑴ 和合字南蚊谷地区において公共下水道築造工事を約 ｍ施工した。

⑵ 和合ケ丘地区外 地区において舗装復旧工事を約 ㎡施工した。

⑶ 春木地区外 地区においてマンホール蓋取替工事を 箇所施工した。

⑷ 御岳地区外 地区において舗装復旧工事に伴いマンホールの蓋 箇所の復旧と 箇

所の撤去・復旧を施工した。
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２ 企業債償還金

建設改良企業債元金

償還金

合 計 △ △

４４ 事事業業内内容容

⑴ 和合字南蚊谷地区において公共下水道築造工事を約 ｍ施工した。

⑵ 和合ケ丘地区外 地区において舗装復旧工事を約 ㎡施工した。

⑶ 春木地区外 地区においてマンホール蓋取替工事を 箇所施工した。

⑷ 御岳地区外 地区において舗装復旧工事に伴いマンホールの蓋 箇所の復旧と 箇

所の撤去・復旧を施工した。

報 告 書

令和３年度における土地開発基金運用状況について、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第２４１条第５項の規定により報告する。

令和４年８月２９日提出 東郷町長 井 俣 憲 治
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